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本の概要： 

本書は、現代韓国語と日本語の談話における無助詞、及び、それと関連する有形の助詞

「eun/neun」「ハ」と「i/ga」「ガ」の語用論的体系を対照的に分析したものである。両言語

の自然談話における各助詞類の使い分けの実態を計量的に調査、さらに、質的に対照分析す

ることで、各助詞類の語用論的意味や日韓の類似点及び相違点を明らかにし、韓国語と日本

語のそれぞれにおける助詞類の体系を再整備することを目指した。計量的な調査では、自然

談話の中から主語―述語の形をしている単文を全て抽出し、主語名詞句の性質、述部動詞句

の性質、文のタイプなどによって主語のとる助詞がどのように表れているかを調べている。

その結果、韓国語と日本語では、有形の助詞における違いはあるものの、無助詞に関しては、

発話の現場とかかわる名詞句や文タイプに用いられやすいという共通点が見られた。質的

な分析では、実際の談話の綿密な分析を通して、無助詞の特徴としての現場性の概念を明ら

かにした後、計量的分析で見られた助詞の使用における日韓の違いについて論じている。ま

た、従来助詞の使用と関連付けて論じられてきた情報構造と主題の問題を取り上げ、主題の

概念を整理した上で、助詞「eun/neun」「ハ」と「i/ga」「ガ」と無助詞がそれぞれ主題とど

うつながっているかを明らかにした。 
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